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（問｝
’

グ リ ゴ 宀ゲ ソ 量 の 個体差を如何に 處理さ れたか 。 （ノ腺 貞明）　　　　
．

（答） 実驗回数が少 くない の で こ の 場合單なる挙均に とどめた 。 　　 ．

　　　　　　　
’
＝ 牧 員 の 淌 化 生 理 〔豫 報） 沢 野英四郎 （角形六文 ・

理 ・ 生〉

　貝類を 入エ餌覇 で 飼育す る た め の 基 礎研究 と し て 此 の 研 罪を 姶め た 。 使用 した 貝 臥 ア コ ヤ ガ ！，イ ズイ，

ヵ キ，ホ タ テ ガ イ等で あ る。 餌 料 と して は米 の澱粉，嘯乳動物の赤血球 ， オ リ rf ブ油 ， ク リ e ム 並に バ γ酵

母 等健つ fe。 オ リρブ油　F？ア ラ ビ ヤ ゴ ム と共に乳鉢で練 り エ マ ル ジ 戸 ソ 、とし 艶 。 これ ら をtt育ぷ槽に 投 入し

攝坂さ れ て か らB 化の va程 を観察 し fee…R の 結果澱 粉粒 は鯨 こ 於 て榊鞘共｝こ排出 され全鮮 1で謄 中には

入れ られ な v ・ 油球は攝取さ れ 胃の 中に於 い て或る程度m 化され又測頃 管 の ft細晦申に多く捕う られ る 。

赤血球競 靴 盲管中で ア メ ボ 弼 ト と食細胞 中tc多数攝られ て い る が ・ 投與後 6時間 も経輝す うと黄 褐色 の

光線 を 屈折 する顆粒 とな る 。 こ の 顯粒は細胞か ら排泄され て 聞充謎職 中を移 動 し行 く事が観察された 6

　 〔周 1｝ 胃で olive 　oil を淌化す る の は crystalline 　styl6 ．　 （2） pericardial　gland か ら撰 出 さ れ ざ る

か D （高槻俊一）　　 』　　
t−

　（答 1） 恐 ら く crysta 聖1韮n 『styie に よるも の と思われ る 6 （2） こ れは観察 1ノ て居 ない 。

眞珠形 成機構 に関する研究 〔第＝ 報） 養殖眞珠の 正常及び異款 部蟹自め 比餃に つ いて

　　　　松 井佳一 て日本眞珠研究所）・高浪　演 ・廣由猛夬 て京大 ・理 ・動｝

　養殖眞珠の養殖層の 正常及び異常部分 〔泥 珠 の
一

種）を 酸水解， ア ル ガ リ水解に よ り得た蛋 白質材料を

S緲     砲 s
塑

爾 5
’
伽 ’05 確 ’μ M ダ砺 即職 L 鋸 o κ o∫伽 懶 6吻 o 燃 を 用 い 微 生物定量 法に よ り amino

酸 の 此較分析 し た 。 そ の 正常 と異常部分 の amino 酸重量 百分比 夫 々 は arginie 　 4．9 ， 8．3 ； histidine　 O．5，

2．1 ；lysine　1．75，4．7 ；aspart 韮c 　acid 　4．8，6．8 ； glutamic 　acid 　15．5，
14，3 ； serine 　l．6

，
2．8 ；threonine　O，

1．9 ；　tyrosine　1．5，　2．0；　cystine 　O．5．　O．5；　methionie 　O．75、　9．S； glycine　21，9，9．3； Valine　2．Q，

’
．4．6；

leucine　16．4，1L3 ； is・1βucine 　6．3，8．7； phenylalanine　e．8，
2．21　proline　81．8，

・87．．艶；的 P走。phane　O，
＋ ＋

で あつ て正常部 の 蚤白質に は glycine ，

．leucine　lこ富み含硫 ア ミノ酸 が 少 く gltttamic　acid を除 く極｛生ア ミ

ノ 酸 が薗少 で あるが異 翳 鄰 の 蚤 白 質に は arginine
，
1ysln¢ 等イ ォ ソ 性 ア ミ ノ 酸忙冨み

’
glydine ，　leuCine

が 比較的少 く sedne
，
　 valine

，
　isoleucin馬 proline特に threomine に顯著 な差 を認め た 。

　〔問｝ Normal と は 眞円 し ん じ ゆで abnormal とは い び つ の もの か 。 （高槻侵一）

　｛答冫 眞円 で あ りますが所謂寅珠暦 （arago 賦 e 結晶｝ で眞珠光沢 の ある も の が ，norma1 ℃ ，
　abnq 「mal

とは今迄泥珠 （ドロ タ マ ） と呼ぼれ て い る もの 一型 の もの で 眞珠光沢 の ない もの で す o　 ．

　　　　　　　　h
’
￥ meSPtStr る f。湘 i、  鍛 幽 斛 轍 東獄 ．理 ．

！1、）　
“
　 ：

　　　カ キρ受精｝こは fertilizinが essential に必要 な物質で あ る か否か を吟味 した 。 成熟した v ガ ギ未受精卵

　
．
に正 常海水 を 加 へ て 緩か に 遠心分離 し海水を取 りか え （繰返 し洗う と ， 洗滌 3P 画で 罅虫 を蘗集しな 《な る 。

　　35 回洗 つ た卵の ferti’lityを分割卵壱こ よつ て 檢 し た櫞 洗 滌 卵 IX・ 89・2・％ で 冠獅 は 96
，
3％ で あつ た。

　 35 回洗際卵 を そ の 儘海水中に 放置 して お くと時聞経過に俘 つ て fertilityは減少する が 洗滌卵 と対照卵 の聞

　　に fe「tility の 著 しい 差はな く・
6 疇 聞 後で も洗 滌 卵は精虫 を擬集 しない の に 15・8％ が分割 し苅照卵は

　　14．6 ％ が分割 し た 。 文 献に よれば ウ ＝ の変雜 lc於 て cross −agglutination と cr（）ss ・tertiligatign．　q間に 亭
＼

　 行 した相國が な く （48），
B「issopsts　ly「iteraで は入工 受精が可能 で ある が iso−agglutinationは鳥られない

’

　　（49）。 又一rr受精しk 卵も Ca−．Mg ・free・
’
medium で 處 理 ずる 事に よ つ て再受糟が 出 來 る （

’47
，
　

’51）6 こ れ

　 等 の 結果 か らマ ガ キ の受精に於 て ば Tyler（
，41）の 如 く精虫を凝集しない 程 微 量 の fertiliZinが受精に不

　 可缺で あ る
r
とす る よ りも ， む しろ fer丗 挧 n が完全 に な く、て も受 蔕出來 る と考え られ るθ

Wickluqd 　pa　（’51｝

（87 ｝
，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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